
日本医史学雑誌第53巻第1号(2007) 140

『
古
今
方
彙
」
は
江
戸
時
代
以
来
今
日
に
至
る
ま
で
著
名
な
処

方
集
で
あ
る
。
し
か
し
本
書
に
は
、
版
種
が
多
く
存
在
し
、

様
々
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。

ま
ず
、
甲
賀
通
元
に
よ
る
『
古
今
方
彙
」
は
、
『
剛
補
古
今
方

彙
」
（
享
保
十
八
年
）
と
『
重
訂
古
今
方
彙
」
（
延
享
四
年
）
の

二
つ
が
あ
る
。
両
耆
の
序
文
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
甲
賀

通
元
は
書
津
梅
村
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
す
で
に
存
在
し
た
処

方
集
を
考
訂
し
、
「
冊
補
古
今
方
彙
」
を
編
纂
し
た
こ
と
が
明
ら

か
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
甲
賀
通
元
は
「
古
今
方
彙
」
の
編
纂

者
で
あ
り
、
編
纂
の
際
に
底
本
と
し
た
原
『
古
今
方
彙
」
の
存

在
が
示
唆
さ
れ
た
。

江
戸
時
代
の
書
籍
目
録
か
ら
、
元
禄
五
年
、
九
年
、
宝
永
六

年
の
も
の
に
、
「
梅
村
古
今
方
彙
」
、
「
梅
村
古
今
方
彙
増
補
」
が
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古
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検
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確
認
で
き
た
。
こ
れ
ら
は
甲
賀
通
元
が
編
蟇
す
る
以
前
の
原

『
古
今
方
彙
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
通
元
以
前
に
も
、
『
古
今
方
彙
」

は
増
補
改
訂
が
さ
れ
て
い
る
。
甲
賀
通
元
編
『
古
今
方
彙
」
に

つ
い
て
は
、
梅
村
弥
右
衛
門
を
版
元
と
す
る
「
剛
補
古
今
方
彙
」

が
確
認
で
き
た
。
梅
村
弥
右
衛
門
は
、
京
都
の
耆
騨
で
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
て
、
通
元
の
序
文
に
記
さ
れ
た
梅
村
と
、
書

籍
目
録
の
原
「
古
今
方
彙
」
に
附
さ
れ
た
梅
村
は
、
こ
の
梅
村

弥
右
衛
門
と
推
測
さ
れ
る
。

「
重
訂
古
今
方
彙
」
は
延
享
四
年
、
安
永
九
年
、
文
化
五
年
、

文
久
二
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
文
化
五
年
の
書
籍
目
録
に

『
古
今
方
彙
』
を
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
版
元
は
、

梅
村
で
は
な
く
勝
村
治
右
衛
門
と
な
っ
て
い
る
。
甲
賀
通
元
編

「
古
今
方
彙
」
は
、
途
中
で
梅
村
か
ら
勝
村
に
版
元
が
移
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
書
籍
目
録
に
お
け
る
検
討
を
ふ
ま
え
、
今
日
残
さ
れ

た
『
古
今
方
彙
」
の
各
種
版
本
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
ま

ず
東
京
大
学
総
合
図
書
館
（
Ⅶ
’
二
○
六
七
）
の
『
古
今
方
彙
」

に
つ
い
て
検
討
す
る
。
本
資
料
は
、
今
回
調
査
し
た
「
古
今
方

彙
』
の
う
ち
、
収
載
処
方
数
は
最
も
少
な
い
一
二
五
九
処
方
で
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あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
半
分
以
上
は
「
万
病
回
春
」
な
ど
の
翼

廷
賢
の
医
書
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
本
書
を
原
『
古
今
方
彙
」

で
あ
る
梅
村
『
古
今
方
彙
」
と
推
定
し
た
。

次
に
中
之
島
図
書
館
石
崎
文
庫
（
六
九
二
’
一
三
八
）
の

「
古
今
方
彙
」
は
、
原
『
古
今
方
彙
」
の
内
容
を
ほ
ぼ
含
ん
で
い

て
、
二
七
六
処
方
が
増
補
さ
れ
て
い
る
。
増
補
さ
れ
た
七
割
以

上
の
二
○
三
例
が
『
医
学
入
門
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
本
書

を
原
「
古
今
方
彙
」
に
増
補
を
加
え
た
増
補
梅
村
「
古
今
方
彙
」

と
推
定
し
た
。

甲
賀
通
元
編
『
剛
補
古
今
方
彙
」
は
通
元
に
よ
る
増
補
部
分

に
丸
印
を
つ
け
て
区
別
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
除
く
と
増
補
梅

村
「
古
今
方
彙
」
に
近
似
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
甲
賀
通

元
が
底
本
と
し
た
の
は
、
増
補
梅
村
「
古
今
方
彙
」
で
あ
る
こ

と
が
推
測
さ
れ
た
。
甲
賀
通
元
の
増
補
処
方
は
四
○
○
弱
に
及

ぶ
が
、
そ
の
引
用
で
一
番
多
い
の
は
蔀
立
斎
の
医
書
か
ら
で
あ

る
。
原
『
古
今
方
彙
」
で
中
心
で
あ
っ
た
聾
廷
賢
の
医
書
か
ら

の
引
用
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

「
古
今
方
彙
」
と
並
ぶ
江
戸
時
代
の
著
名
な
処
方
集
に
「
衆
方

規
矩
」
が
あ
る
。
「
衆
方
規
矩
」
も
襲
廷
賢
の
医
書
を
中
心
と
し

た
処
方
集
で
あ
る
。
し
か
し
両
耆
の
異
な
る
点
は
、
『
衆
方
規
矩
」

が
基
本
処
方
と
加
減
方
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
る
の
に

対
し
、
「
古
今
方
彙
」
は
処
方
数
が
ず
っ
と
多
く
、
重
要
処
方
を

列
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
剛
補
古
今
方
彙
」
の
望
月
三
英

の
序
文
に
「
天
下
莫
不
皆
云
吾
薬
籠
中
物
」
と
あ
る
よ
う
に
、

薬
箱
に
入
れ
て
携
行
し
、
臨
床
の
場
で
使
い
や
す
い
よ
う
に
コ

ン
パ
ク
ト
な
体
裁
で
あ
る
の
が
『
古
今
方
彙
」
の
特
徴
と
い
え

る
。

さ
ら
に
時
代
背
景
と
比
べ
て
み
る
と
、
岡
本
玄
冶
の
時
代
は

「
万
病
回
春
」
を
中
心
に
、
新
方
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
少
し
時

代
が
下
る
と
、
一
部
の
後
世
派
が
酵
立
斎
の
医
案
に
つ
い
て
論

じ
る
よ
う
に
な
る
。

「
古
今
方
彙
」
は
梅
村
「
古
今
方
彙
」
で
は
新
方
を
中
心
と
し

た
処
方
集
と
し
て
成
立
し
、
甲
賀
通
元
に
よ
り
酵
立
斎
の
処
方

を
多
く
取
り
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
「
古
今
方
彙
』

が
、
時
代
時
代
で
重
要
処
方
を
採
用
し
て
き
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。


